
64

びわ湖トラストジュニアドクター育成塾ビワオオウズムシ調査隊　佐藤　瑠乃

びわ湖の固有種ビワオオウズムシから見つめる
地球環境

1．はじめに

琵琶湖の固有種ビワオオウズムシが消えた！琵琶湖

の全循環停止により、ビワオオウズムシの個体数が減

少しました。地球温暖化による水温上昇など琵琶湖湖

底の環境悪化が原因と考えられます。

2021年7月、生息確認が難しくなった絶滅危惧種指

定、琵琶湖固有種であり世界最大のプラナリアである

ビワオオウズムシの大規模調査を実施しました。月に

一回から複数回、“はっけん号”という実験調査船に乗

り込み琵琶湖に出かけ、ビワオオウズムシを研究する

びわ湖トラストに所属の女子高校生姉妹を中心に、生

き物が大好きな小学生から、生態学者や物理学者、最

新鋭のロボット技術者などの大人までが、年齢も立場

も超え一つになりチームを作りました。日本の科学技

術を駆使した最新鋭水中ロボット（AUV）による琵琶

湖湖底の大規模探索です。どんな小さな存在も大切な

地球の仲間であり見守り続けたいと、人々の熱意によっ

て実現した、この夢のある科学調査は、コロナ禍を生

きる人々へ向けての、決してあきらめずに生きようとの

メッセージです。

この調査を契機に、ビワオオウズムシを地球環境の

指標とし、人々の環境に対する意識を高め、持続可能

な社会と生態系の維持への行動に結びつけたいと考

えています。

2．ビワオオウズムシとは

小さなビワオオウズムシですが、プラナリアとしては

世界最大です。そして、大きな力が秘められています。

プラナリアは、全細胞数のおよそ10%が幹細胞であり、

全ての細胞に分化が可能な“全能性幹細胞”です。簡

単に言えば、切った数だけクローン（無性生殖）となっ

て増えます！ビワオオウズムシにもその再生能力はあり

ました（2019年度研究：佐藤瑠乃・佐藤爽音）。

一個体だけも増殖可能ですが、環境が悪化すれば、
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雌雄同体で交配により卵も産みます（有性生殖）。ほと

んど食べなくても長期間生きます。今飼育しているビワ

オオウズムシの1匹は何も食べません。こんなに生存能

力が高いビワオオウズムシですが、高温には非常に弱

いです。近年の琵琶湖の水温上昇はビワオオウズムシ

にとっては非常に危険な状態であると言えるでしょう

（2020年度研究：佐藤瑠乃・佐藤爽音）。

3．琵琶湖の全循環（全層循環）停止

琵琶湖の全循環メカニズム

琵琶湖の固有種であるビワオオウズムシの生態は不

明な点が多いですが、周辺環境変化に伴い個体数が大

きく変化することが知られています。

琵琶湖の全循環とは、表面付近の水にたっぷり含ま

れる酸素が湖底まで届くことから「琵琶湖の深呼吸」

と呼ばれる生態系を維持し環境を守る湖に起きる自然

現象のことです。

琵琶湖北湖では、春から夏、温度上昇により、表水層

と深水層の間の急激な水温差が起こる水温躍層が形

成されます。水温躍層形成下では、上下方向の湖水混

合が無く、深水層では、溶存酸素が供給されず、溶存

酸素の消費が進行します。晩秋から冬、表層水温が低

下すると、表層から深水層の混合が進行し、水温と溶

存酸素濃度が一様になる現象を全循環と言います。こ

のため全循環は単なる水の循環ではなく、琵琶湖の生

物や琵琶湖の環境に大きな影響を与えるのです。

この全循環が、1979年からの観測史上初めて、平成

30年度に今津沖（琵琶湖北湖）の一部水域にて確認

されず、2年連続で全循環は未確認となりました。水深

90m付近の酸素量がほぼゼロとなり、生物の生存が厳

しくなる貧酸素（1ℓ当たり2mg未満）状態も水深70m

付近まで広がり、底生生物への影響、琵琶湖環境悪化

が懸念されています。

4．消えたビワオオウズムシ

私たちは2020年6月からビワオオウズムシ捕獲のた

めのトラップを琵琶湖に設置し、1年以上のモニタリン

グを実施してきました。その結果、2021年2月から3月

にかけて3匹のビワオオウズムシの成虫の捕獲に成功

しましたが、成層期には皆無でした。琵琶湖の湖底で

何が起こっているのだろうか？このことはビワオオウズ

ムシの生存に関する危惧にとどまらず、琵琶湖の底生

生物全体の危機であることを示しています。琵琶湖湖

底環境のモニタリングは急を要します。琵琶湖に緊急

事態の発生です。

この事実からさらなる詳細な調査が必要であると判

断し、多くの人々の協力の元、2021年7月23日～ 27日

の5日間に渡る調査わたって実施しました。3台のAUV

（自律型水中ロボット）を用いた琵琶湖北湖における大

規模な湖底探索です。AUVを用いて湖底の画像や映

像を撮影し、膨大なデータの中からビワオオウズムシ

を探し出すことを中心に、詳細な琵琶湖湖底の水温や

濁度などの最新観測データを取得し、今琵琶湖で何が

起きているのかを知ることが、このプロジェクトの目的

となります。
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7．活動を社会へ

2021年3月、朝日新聞に消えたビワオオウズムシの

記事が掲載されると、Yahoo！ニュースの科学部門で

の注目記事一位になり、数多くのコメントが寄せられま

した。このことに環境問題社会的関心の高さを見るこ

とができます。SDGsで目標とされる持続可能な社会の

実現と環境問題への意識の向上には、これからの未来

を担う子どもたちへの具体的な環境教育が必要です。

ビワオオウズムシの研究は、地球環境問題の指標とな

り、私たちが環境を守る上での象徴的な存在と言えま

す。地球環境に対する意識を、まず一人一人の行動に結

びつけること、そのきっかけに今回のビワオオウズムシ

の調査の可能性があるのです。今回の大規模調査は、

多くの人々が協力したドキュメンタリー映像として、こ

れも私たちが企画した高校生によるプロジェクト新し

い琵琶湖の歌『びわ湖トワ』とセットに両面2枚組

DVDの形で滋賀県内の小中高校に配布しました。Art

×Scienceの融合。音楽という芸術の力でSTEAM教

育の可能性を広げました。地球規模での科学や環境に

対するリテラシーを高めた上で、科学教育や環境教育

への理解を深め、国連が推進するSDGs達成に向けて

一人一人の行動に繋げてもらいたいと考えています。

5．調査結果

調査の結果、琵琶湖湖底にビワオオウズムシが複数

生存することが確認され、個体の大きさや個体数、生

息環境等の多数のデータを得ることが出来ました。今

後詳細な個体数密度を計算する予定ですが、この成果

の一方、個体数の相対的な減少の懸念も生まれました。

同時に行われた琵琶湖湖底の濁度調査により、濁度の

悪化が顕在化され、湖底環境における濁りが深刻な問

題になってきていることが示されました。また、2012年

7月の湖底水温は7.2～ 7.3℃であったのに対して、今

回は8.4～ 8.6℃でした。10年間で1℃以上の水温上昇

がありました。北方系で冷水を好むといわれる（6℃～

8℃）ビワオオウズムシにとって、急激な水温上昇は大

きなストレスになっている可能性があります。今後もビ

ワオオウズムシのモニタリングを継続することは、琵琶

湖や地球環境悪化の指標となると考えられ、重要性は

さらに強まりました。

6．今後の課題

今回の調査で得た数テラに及ぶビッグデータの解析

を行います。それを用いて今後詳細な個体数密度を計

算する予定です。このような詳細な科学的調査により、

琵琶湖湖底環境の現実に向き合いながら、研究を深め

ます。また、環境DNAについて研究されている龍谷大

学山中裕樹先生の研究チームと共同研究を行いビワオ

オウズムシのDNA解析により、遺伝的種の多様性につ

いても研究を進めてます。

＜滋賀県小・中・高校に配布された2枚組DVD＞

磯部愛「びわ湖トワDVDに　大津の佐藤さん姉妹ら制作」
『中日新聞』　2022年4月4日，日刊，10 版，10面



69

8．おわりに

「なぜビワオオウズムシの大規模調査が必要なの

か？」その答えは、ビワオオウズムシを探索することで琵

琶湖の環境を見つめ、そして地球の環境を見つめるため

です。現在、地球環境が危機的な状況に置かれているこ

とは、国際的に明白な事実です。持続可能な開発目標で

あるSDGsのゴール14,15は環境や生物多様性の保護に

あたります。生物種は世界で約175万種、未確認生物も含

めると3,000万種～1億種以上とも言われますが、1975

年から毎年4万種が絶滅するという悲劇が現実のものと

なっています。この状況を改善するには、一人一人の地球

環境問題への意識を高めることが非常に重要です。

人間の活動によって自然の摂理が大幅に歪め捻じ曲

げられている現実。そのことによってできた軋みは、確

実に私たちの生活を蝕み、多くの生物を傷つけていま

す。このような中、ビワオオウズムシをはじめとする弱

い生物は、環境問題による最大の犠牲者となっていま

す。そこで、私たちの力で社会を変えようと考えました。

ビワオオウズムシという小さな存在が地球環境問題の

象徴となることで、ビワオオウズムシだけでなく私たち

人間も絶滅の危機にさらされているのだという気づき

に繋がるのです。小さな存在だから仕方がないと見過

ごしていれば、やがて人間の方が最悪の結果を招くで

しょう。自然災害の脅威や新型コロナウイルスにより翻

弄される人間は、本当はビワオオウズムシよりも弱い存

在ともかもしれません。地球環境の変化により大きな

影響を受けているビワオオウズムシの生存を今回の調

査で確認できたことは、人間も例外でなく、全ての生き

物が明日絶滅するかもしれないという現在置かれてい

る状況を把握する契機となります。このことから地球

環境保護への意識を高め、一人一人の行動へと結びつ

ける必要があります。ここに私たちの活動の必要性と緊

急性が存在します。当初は、困難が続きビワオオウズム

シは見つかりませんでした。それでも、あきらめること

なく工夫を重ね、全員の心を一つにした結果、とうと

う、ビワオオウズムシは確認できました。こうして私た

ちの真夏の大冒険は、大成功となったのです。この感

動を多くの方々に伝え、感動を共有したいと思います。

9．謝辞

ビワオオウズムシの研究を進める中、私たちは心が
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でもご協力いただいた皆様の困難な状況下にも負けな

い熱意の姿に、探究することの真の喜びを学ぶことが

出来ました。今回のプロジェクトの成功は沢山の人の支

えがあったからこそ、達成することができたのだと思い

ます。捕獲トラップを設置し、1年以上の地道な調査活

動を継続してきました。しかしビワオオウズムシが生息

する琵琶湖湖底は、水深90ⅿという深さにあり、簡単に

モニタリングできる場所ではありません。ビワオオウズ

ムシの驚くべき減少を確認するためには、研究をずっと

指導してくださったびわ湖トラストジュニアドクター育成

塾ビワオオウズムシ調査隊のびわ湖トラスト事務局長で

あり立命館大学教授の熊谷道夫先生、琵琶湖博物館特

別研究員桑原雅之先生、日本財団、海上技術安全研究

所、いであ株式会社の皆様など多くの人々の協力による、

大規模な調査が必要でした。私たちはこれからもビワ

オオウズムシを見つめることで琵琶湖、そして地球の環

境を見つめ続けます。本当にありがとうございました。

びわ湖トラストジュニアドクター育成塾
ビワオオウズムシ調査隊　佐藤　瑠乃




